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　秋風が心地よく感じられる季節がやって参りました。夏
休みに日常とは異なる環境でさまざまな体験を積んだ子ど
もたちも，通常の生活リズムに戻った頃ではないでしょう
か。
　「小児保健研究」第83巻 5号をお届けします。本号には，
視点，感染症・予防接種レター，研究 1編と報告 2編が掲
載されています。視点では小島久海子先生らから，「産後ケ
ア事業における行政との利用者情報の交換について」，また
竹内章人先生からは，これまで早産児の SGA児に比べて，
あまり関心が向けられていなかった正期産児の SGA児の
運動発達，言語発達，認知機能，神経発達特性などについ
て解説していただきました。投稿論文では，発達初期にお
ける逆模倣に対する気づきを通して見た自己意識の発達に
ついての研究，不登校に伴う生活リズムの乱れに対して短

期入院加療を行った小児の臨床的な検討，産後うつと親性
の関係についての検討が掲載されています。全てが小児保
健のさまざまな現場で参考になるポイントが記載された論
文ですので，それぞれの分野でご活躍の会員の皆様が大い
に参照し，引用されることを希望いたします。
　本号に限りませんが，「小児保健研究」の各投稿論文の著
者は，幅広い職種の方々です。これからもさまざまな分野，
領域の方々の研究の成果を結集して，小児保健活動が推進
されることを願っています。
　これから過ごしやすい季節となります。会員の皆様の
益々のご健勝とご活躍をお祈りいたします。また本誌への
積極的なご投稿をどうぞよろしくお願い申し上げます。
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